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移住したい町を目指して
町では移住者だけでなく、町に住むすべての人が住みやすいまちづくりを目指しています。
今回は町への移住者が増えている背景と、実際に町に移住し暮らしている方の声、町が取り
組む移住・定住を後押しする支援についてご紹介します。

町
で
は
、
転
入
と
転
出
の
差
で
求

め
ら
れ
る
社
会
増
減
（
人
の
移
動
に

よ
る
増
減
）
が
、
令
和
５
年
、
６
年

で
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
社
会
増

と
な
っ
た
自
治
体
は
、
県
内
59
自
治

体
の
う
ち
令
和
６
年
は
14
自
治
体
、

令
和
５
年
は
13
自
治
体
の
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
地
域
の
人
口
が
移
動

に
よ
っ
て
ど
の
く
ら
い
変
化
し
て
い

る
か
を
示
す
社
会
増
減
率
は
、
令
和

５
年
は
１
．
51
％
、
令
和
６
年
は
１
．

35
％
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
県

内
１
位
の
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
増
減
率
２
年
連
続

県
内
１
位
達
成
！

株
式
会
社
宝
島
社
が
発
行
す
る
月

刊
誌
『
田
舎
暮
ら
し
の
本
』
で
は
、

毎
年
市
町
村
に
対
し
、移
住
支
援
策
、

医
療
、
子
育
て
、
自
然
環
境
、
就
労

支
援
、
移
住
者
数
な
ど
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

ラ
ン
キ
ン
グ
化
し
た
も
の
を
「
住
み

た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
と

し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。

金
山
町
は
、
令
和
５
年
度
は
〝
人

口
１
万
人
未
満
の
ま
ち
ラ
ン
キ
ン

グ
〟
総
合
部
門
第
26
位
、
令
和
６
年

度
は
〝
人
口
５
０
０
０
人
未
満
の
ま

ち
ラ
ン
キ
ン
グ
〟
総
合
部
門
第
18
位

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
で
は
、
町
民
が
生
活
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
町
独
自

で
実
施
し
て
い
る
遠
距
離
通
勤
補
助
、

住
宅
賃
借
者
応
援
事
業
や
資
格
取
得

支
援
な
ど
の
生
活
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
町
内
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
環
境
整

備
や
農
村
公
園
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド

面
で
も
町
民
の
生
活
向
上
の
た
め
に

施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
町
民
の
生
活
が
よ
り
豊
か

に
な
る
よ
う
、
支
援
等
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
き
ま
す
。

移
住
者
に
選
ば
れ
る
町
へ
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移住者×支援者インタビュー
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近
年
の
移
住
者
増
の
要
因
と
し
て

は
、
令
和
３
年
度
か
ら
本
格
稼
働
し

た
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

「
奥
会
津
か
ね
や
ま
福
業
協
同
組
合

（
通
称
：
金
福
）」
と
、
令
和
４
年
度

に
金
山
町
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運

用
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
の
２
点
が
大

き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

金
福
が
で
き
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
金
山
町
に
移
住
す
る
際
の
懸
念
の

一
つ
で
あ
っ
た
〝
移
住
後
の
仕
事
〟

に
つ
い
て
、
選
択
肢
が
広
が
っ
た
こ

と
だ
け
で
な
く
安
定
し
た
収
入
の
確

保
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

金
山
町
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

町
の
サ
ー
ビ
ス
や
補
助
制
度
だ
け
で

な
く
、
気
候
、
風
土
・
風
習
な
ど
に

つ
い
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
で
き

る
窓
口
で
す
。
相
談
の
中
で
、
補
助

金
等
が
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
場

合
に
は
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
担
当
課
へ

の
紹
介
も
行
い
ま
す
。
移
住
後
も
、

早
く
町
に
馴
染
め
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
移
住
者
同
士
や
町
民
と
の
交
流
会

の
開
催
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
企
画
係

☎
54

−

５
２
０
３

な
ぜ
今
、
移
住
者
が

増
え
て
い
る
の
か

金
福
で
は
主
に
、
町
内
事
業
者
の
担

い
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
観
光
業
、

宿
泊
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
へ
の
派
遣

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

雇
用
合
計
21
名
の
内
、
13
名
は
移
住
者

で
す
。
そ
の
た
め
、
移
住
者
の
「
働
く

場
所
が
少
な
い
」
と
い
う
不
安
を
取
り

除
き
、
移
住
す
る
追
い
風
に
な
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
金
福
は
様
々
な
職
務
に
従
事

で
き
る
こ
と
か
ら
、
町
内
各
地
域
の
雰

囲
気
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
現
在
移
住
は
増
え
て

い
ま
す
が
、
同
じ
地
域
へ
の
移
住
が
多

い
た
め
、
町
内
全
体
に
移
住
者
が
増
え

て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

今
後
の
展
望
と
し
て
、
Ｇ
Ｗ
や
お
盆
、

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
な
ど
の
繁
忙
期
に
な
る

と
人
手
が
足
り
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
短
期
間
滞
在
し
て
働
き
な

が
ら
町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
ワ
ー
キ
ン

グ
ホ
リ
デ
ー
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
事

業
を
進
め
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 奥

会
津
か
ね
や
ま
福
業
協
同
組
合

目め
ぐ
ろ黒

祐ゆ
う
い
ち一
さ
ん

昨
年
８
月
に
東
京
都
か
ら
金
山
町
に

移
住
し
て
き
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
回
帰

支
援
セ
ン
タ
ー
で
移
住
相
談
を
す
る
中

で
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
は
金
山
町

で
で
き
る
と
思
い
、
移
住
を
決
意
し
ま

し
た
。
移
住
体
験
ツ
ア
ー
に
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
金
山
町
の
自
然
や
人

の
温
か
さ
に
惹
か
れ
た
こ
と
も
決
め
手

の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
金
山
町
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー

に
何
度
か
移
住
相
談
を
す
る
中
で
、
移

住
の
受
け
入
れ
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ

と
と
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
に
魅
力
を

感
じ
ま
し
た
。
現
在
は
金
福
で
働
い
て

お
り
、
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

町
の
方
に
顔
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機

会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
自
分
が
好
き
な
自
然
や
生
き

物
に
関
す
る
こ
と
を
し
た
い
で
す
。
ま

だ
漠
然
と
は
し
て
い
ま
す
が
、
金
山
町

の
雄
大
な
自
然
と
豊
富
な
生
き
物
に
つ

い
て
知
っ
て
も
ら
え
る
場
所
づ
く
り
を

し
た
い
で
す
。
こ
の
他
に
も
や
り
た
い

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
一
つ

ず
つ
取
り
組
め
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

土つ
ち
や屋

真ま

り

え

理
絵
さ
ん

移
住
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
移
住
を
考

え
て
い
る
方
に
、
住
居
や
仕
事
、
生
活

環
境
や
補
助
制
度
を
お
伝
え
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
打
ち
豆
体
験
や
味
噌

づ
く
り
な
ど
、
豆
を
テ
ー
マ
に
し
た
体

験
を
す
る
「
豆
の
会
」
で
人
と
人
と
が

つ
な
が
る
場
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

移
住
に
関
す
る
相
談
は
、
令
和
４
年

39
件
、
令
和
５
年
76
件
、
令
和
６
年
１

０
１
件
と
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
移

住
地
を
探
し
て
い
る
方
の
心
に
一
番
響

く
の
が
、
金
山
町
で
暮
ら
し
て
い
る
方

の
声
で
す
。
温
泉
や
飲
食
店
、
商
店
な

ど
で
出
会
う
町
の
皆
さ
ん
の
人
柄
が
町

柄
に
な
っ
て
、
移
住
地
と
し
て
選
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
移
住
し
た
方
が
快
適
に
生
活

で
き
る
よ
う
、
一
層
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ

ー
に
力
を
入
れ
た
い
で
す
。「
古
民
家
」

を
求
め
て
金
山
に
来
ら
れ
る
方
も
増
え

て
い
る
の
で
、
価
値
の
あ
る
古
民
家
を

次
代
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
空
家
バ

ン
ク
登
録
へ
の
相
談
対
応
も
継
続
し
て

や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

金
山
町
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー

上こ
う
ざ
し指

花か

緒お

り里
さ
ん



TOWN TOPICS
町の話題

順調なペースで会津川口駅に到着

出荷できるカスミソウをじっくり選定

会津線と只見線を応援
只見線子ども会議自転車の旅
８月１０日、只見線子ども会議の小中学
生によって、ＪＲ只見線と会津鉄道会津線
の駅を自転車でリレーする取組が行われま
した。県が検討している両路線での観光列
車導入実現の後押しとなるよう行われたこ
の取組は、雨が降る中各駅を巡り、住民や
列車利用者に葉っぱのスタンプを押しても
らい、そのパネルを沿線の想いとして鉄道
関係者に届けました。

地域おこし協力隊
インターン活動実施
７月２７日～８月９日、地域おこし協力

隊の活動を疑似体験してもらうインターン
事業が行われました。今回は５名のインタ
ーン生を委嘱し、商工振興分野と農林水産
業分野の２分野を体験してもらいました。
湖水まつり準備と運営のサポートや、カス
ミソウの収穫体験などを行い、参加したイ
ンターン生は最終日の講評で「移住先の選
択肢として金山町を候補にあげたい」と話
してくれました。

年に一度の貴重な集い

いつもの景色が懐かしい
歴史を繋ぐ水沼盆踊り
８月１４日、水沼地区のお寺境内において
水沼盆踊りが行われました。古くから実施さ
れている水沼盆踊りは、子どもから大人まで
幅広い年代が集い、今年は地元住民や帰省者
など３０名ほどが集まり太鼓の音頭や歌に合
わせて踊りました。午後７時から午後８時ま
での約１時間踊り、その後は抽選会が行われ
お盆ならではの光景が広がりました。
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TOWN TOPICS
町の話題

祝二十歳　４人で成長していきます

堂々と誓いの言葉を述べる滝沢さん

練習の成果を発揮し
３年連続で県大会出場決定
８月２０日、喜多方プラザにおいて耶麻・

両沼小・中学校合同音楽祭（第一部合唱）が
行われ、金山中学校と昭和中学校の合同チー
ムが出場しました。課題曲と自由曲の二曲を
歌い上げ、３年連続の優秀賞を獲得し県大会
への切符を手に入れました。
合唱部部長の３年五

い が ら し

十嵐玲
れ な

奈さん（上横田）
は「皆で声を一つに合わせ、歌詞や想いを大
切に地区大会よりもより良い音楽が届けられ
るようにしたい」と県大会の抱負を語ってく
れました。県大会は９月５日、郡山のけんし
ん文化センターにおいて行われました。

３年連続の県大会に喜ぶ金中生の皆さん

大きな節目に成長と挑戦を誓う
二十歳のつどい開催
８月１５日、開発センターにおいて二十歳
のつどいが行われ、対象者の４名が参加しま
した。中学校時代の恩師も招き、久々に再会
した同級生たちと、互いの近況報告や昔の思
い出話に花を咲かせました。出席者代表の
滝
たきざわ

沢宏
ひ ろ き

樹さん（上横田）は「二十歳という大
きな節目を迎えますが社会の一員としてはま
だまだ未熟です。失敗を恐れず日々挑戦でき
る自分たちの特権を活かしこれからも精一杯
頑張ります」と誓いの言葉を述べました。
式が終了した後は中学生時代の思い出をま
とめたフォトムービーを鑑賞し、同級生との
懐かしい思い出や、今より少し幼い顔つきを
見て互いに笑い合いました。

フォトムービーで流れた中学生時代の思い出

5 広報かねやま　７. ９. １１



早場米を収穫する農家

ナイスショットが連発
金山グラウンドゴルフ開催
８月２４日、町営グラウンド・ゴルフ場に
おいて、第７８回金山グラウンドゴルフ大会
が開催されました。強い日差しの中でしたが、
「上手いな」「惜しいな」と声をかけ合いなが
ら和気あいあいとプレーされました。
今回の総合優勝は五

ご

ノ
の

井
い

ハナコさん（小栗
山）でした。

コツを掴んですいすい
こめらっこ広場サップ体験
８月２３日、沼沢湖においてこめらっこ
広場が行われ、今回はサップ体験が行われ
ました。こめらっこ広場とは町内の小学生
を対象に休日の体験型学習を行うものです。
小学生にとっては夏休み最終週の土曜日と
いうこともあり、厳しい日差しの中でも思
い思いに楽しみました。

開放的な雰囲気でリラックス

距離が遠いコースは力強くスイング

３４５個の赤カボチャが二日間で完売

旬の農作物が続々と
８月中旬から奥会津金山赤カボチャの品質検
査が始まり、異常気象の影響で生育が遅れた地
域もあった中、多くの合格シールが貼られまし
た。８月２６日、２７日には福島市のコラッセ
ふくしま内で販売会が行われ、赤カボチャを求
め多くの人が来場しました。
８月下旬には早場米の収穫が行われるなど、
町内で旬の農作物が収穫期を迎えています。

西谷地区での検査の様子
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合併70周年記念
友好都市ツアーの開催について
町では、合併70周年を記念し、友好都市の羽生市と
鴻巣市の理解や興味を深めることを目的に２市をめぐる
ツアーを企画しました。
ツアーでは、友好都市協定を締結した当時の職員の方
との交流や伝統工芸やイベントに参加し、友好都市につ
いて深く知っていただける内容となっていますので、ぜ
ひご参加ください。
ツアーの詳細は、以下のとおりです。

▼行　　程
月日 日　　程 食事

10/11
（土）

8:00	 8:40	 （磐越・東北道）	12:15	 12:45 鴻巣市	 13:30
金山町役場 ─── 会津坂下IC ────── 羽生IC ─── ご馳走Dokoroかねはち ─

（途中トイレ休憩2回）
	 14:00	 15:00	 17:00	 19:40	 21:30頃
── 吹上生涯学習センター ── 鴻巣花火大会─ホテル（ルートイングランティア羽生）
	 元吹上町のお話し	 19:00 席発 夕食

朝：−
昼：○
夕：○

10/12
（日）

9:30	 9:40	 11:10	 11:30（昼）12:10	 12:15	 13:00
ホテル ─── 武州中島紺屋 ──── キヤッセバーガー ─── さいたま水族館 ───

Tシャツ染め体験
13:15	（磐越・東北道）	17:00	 17:40
羽生IC ────── 会津坂下IC ─── 金山町役場
	 （途中トイレ休憩2回）

朝：○
昼：○
夕：−

友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について友好都市ツアーの開催について

▼参 加 費 １０，０００円
（中学生未満は５，０００円）

▼募集人員　２０名
▼申込方法　下記まで電話で申し込みください。
▼応募〆切　９月１７日（水）
▼注意事項
•�行程は現時点の予定であり、実施までに変更
となる可能性があります。
•�１８歳未満の方のみで参加する場合は親権者
の同意書が必要です。中学生以下の方のご参
加には保護者の同行を条件とさせていただき
ます。
•�広く町民の方に利用いただきたいため、応募
状況によっては、１家族あたりの参加人数に
制限をかける場合がございます。その場合は、
応募いただいた方に個別にご連絡いたします。

•�応募者多数の場合は抽選となります。
•�チャイルドシート等のレンタルはございませ
ん。持参を希望する場合は申込時にお知らせ
ください。なお、貸し切りバスのシートベル
トは３点式になります。
•�鴻巣花火大会では、駐車場から観覧席まで、
３０分程度歩いていただく場合がございます。
また、会場内は非常に混雑が予想されますの
で、足腰に不安がある方や小さいお子様の保
護者の方はご注意ください。
•�宿泊ホテルの客室は洋室（シングル・ツイン）
のいずれかとなり指定はできません。
•�応募締切後、抽選結果のご連絡をいたしま
す。それ以降のキャンセルは出来ません。
•�取扱旅行会社は、「奥会津観光（柳津町）」です。
◎問い合わせ…企画係　☎５４－５２０３



充電式電池を回収します
町の収集に出すことが出来ない充電式電池を、１０月から役場と横田出張所で回

収します。

充電式電池とは？
充電して繰り返し使える電池です。リ

チウムイオン電池やニカド電池、ニッケ
ル水素電池などがあります。
強い力が加わると発火することがある

ため、収集ごみへの混入が問題となって
います。

•�役場１階窓口
•�横田出張所窓口
※�職員に直接お渡し
ください。

平日午前８時３０分
～午後５時１５分

•�充電式電池
•�充電式電池の取り外しが
できない小型家電

※�充電式電池を簡単に取り
外せる製品は電池だけを
お持ちください。

◎充電式電池が取り外せない小型家電の例
　スマートフォン、ワイヤレスイヤホン、電気カミソリ、電子タバコ、
　電動歯ブラシ、ハンディファンなど

必ず端子部分にビニールテープ等を貼って
絶縁した状態でお持ちください。

•�一次電池（使い切り電池）
•�車やバイクの
バッテリー

◎問い合わせ…保健係
☎︎５４−５１３５

回 収 場 所 回 収 時 間 回収するもの

持ち込む際の注意点 回収しないもの
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国民健康保険資格確認書
および被保険者証の更新

　マイナンバーカードと健康保険証の一体化にともない、被保険者証は令和６年
１２月２日をもって新規発行を終了しました。
　令和７年１０月１日から国民健康保険では、以下のとおりとなります。

マイナ保険証をお持ちでない方
マイナ保険証をお持ちでない方には「資格確認書」をお送りいたします。資格確

認書を医療機関の窓口に提示することで、これまでの被保険者証と同様に医療機関
で受診することができます。

マイナ保険証をお持ちの方
マイナ保険証をお持ちの方には「資格情報のお知らせ」をお送りいたします。令

和７年１０月１日以降に医療機関を受診する際は、マイナ保険証をご利用くださ
い。

※資格情報のお知らせとは
資格情報のお知らせとは、ご自身の保険の情報等を把握できるよう交付されるも

のです。マイナ保険証が利用できない医療機関では、窓口でマイナ保険証と資格情
報のお知らせを合わせて提示することで、受診することができます。

「資格確認書」「資格情報のお知らせ」は９月中旬頃に特定記録で郵送します。
古い資格確認書および被保険者証は、役場保健福祉課、横田出張所、国保診療所

へ戻してください。
また更新の際に、誤って資格確認書や資格情報のお知らせを紛失してしまうこと

があります。日頃から次のような対策をし、病院などへ行く当日に慌てることの無
いようにしましょう。

○保管場所を決めておく。

○はがきや手紙、書類などと一緒にしない。

○家族に保管場所を知らせておく。

○医療機関を受診する前日に確認する。

◎問い合わせ…保健係　☎︎５４−５１３５



Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ

暮
ら
し

▼
実
施
期
間

９
月
21
日
（
日
）
か
ら
９
月
30
日

（
火
）
ま
で
の
10
日
間

▼
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

見
え
な
い
を

見
え
る
に
変
え
る

反
射
材

夜
間
の
見
え
に
く
い
時
間
帯
の
外

出
時
は
、
反
射
材
を
着
用
す
る
こ
と

で
、
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
に
乗
る
時
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

金
山
町
交
通
対
策
協
議
会

☎
54

−

５
２
２
２

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

町
職
員
募
集 募

集
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風
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

近
年
、
大
雨
や
台
風
、
竜
巻
に
よ

る
災
害
が
多
く
発
生
し
全
国
各
地
で

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

雨
量
が
増
え
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

非
常
時
持
出
品
の
準
備
、
避
難
経

路
・
避
難
場
所
の
確
認
、
自
宅
周
辺

の
備
え
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。

▼
非
常
時
持
出
品
（
例
）

•
�

懐
中
電
灯　
　

•
�

携
帯
ラ
ジ
オ

•
�

非
常
食

•
�

衣
服
等

▼
日
頃
の
備
え

•
�

瓦
や
ア
ン
テ
ナ
、
鉢
植
え
な
ど
の

屋
外
設
置
物
を
し
っ
か
り
固
定
す

る

•
�

水
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た

め
に
、
日
頃
か
ら
側
溝
、
排
水
溝

を
掃
除
す
る

•
�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
避
難
場
所
を

確
認
す
る

消
防
署
か
ら
の
お
願
い

•
�

大
雨
の
と
き
は
河
川
を
見
に
行
か

な
い
こ
と

•
�

道
路
が
冠
水
し
て
い
る
と
き
は
車

で
避
難
し
な
い
こ
と
（
車
が
水
没

し
て
動
か
な
く
な
る
危
険
が
あ
り

ま
す
）

•
�

危
険
が
迫
る
前
に
早
目
の
避
難
を

す
る
こ
と

○
火
災
・
災
害
・
救
急
は
１
１
９
番

◎
問
い
合
わ
せ
…

会
津
坂
下
消
防
署
金
山
出
張
所

☎
55

−

３
１
０
０

令
和
８
年
度
採
用
町
職
員
候
補
者

を
募
集
し
ま
す
。

○
一
般
事
務
（
２
次
募
集
）

▼
採
用
予
定
人
員

若
干
名

▼
受
験
資
格

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。）

▼
試
験
期
日
・
会
場

10
月
26
日
（
日
）
金
山
町
役
場

▼
試
験
内
容

職
務
基
礎
力
試
験
（
筆
記
試
験
）、

面
接
試
験

▼
受
付
期
限

10
月
10
日
（
金
）
ま
で

○
保
健
師
・
保
育
士

▼
採
用
予
定
人
員

保
健
師
：
２
名

保
育
士
：
２
名

▼
受
験
資
格

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
採
用
職
種
の
資
格
免
許
を

有
す
る
者
ま
た
は
令
和
８
年
３
月
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
者

▼
試
験
期
日
・
会
場

10
月
19
日
（
日
）
金
山
町
役
場

▼
試
験
内
容

職
務
基
礎
力
試
験
（
筆
記
試
験
）、

面
接
試
験

▼
受
付
期
限

９
月
24
日
（
水
）
ま
で

申
込
用
紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

金
山
町
役
場
総
務
課
ま
た
は
横
田
出

張
所
で
も
お
渡
し
で
き
ま
す
。

そ
の
他
詳
細
は
金
山
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
次
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
総
務
係

☎
54

−

５
１
１
１



保
健
福
祉

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

～
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額

通
知
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
～

そ
の
他

金
山
町
全
地
域
の
令
和
７
年

産
米
出
荷
・
販
売
制
限
が

解
除
さ
れ
ま
し
た

ふ
く
し
ま
里
親
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
会
津
児
童
相
談
所
と
一
緒
に
里

親
制
度
や
子
ど
も
の
福
祉
に
関
心
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た
里
親
入
門
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
会
場
・
申
込
期
限

•
�

南
会
津
会
場

10
月
16
日
（
木
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

南
会
津
中
央
公
民
館
（
御
蔵
入
交

流
館
）

（
申
込
期
限
）
10
月
15
日
（
水
）
午

後
５
時
ま
で

•
�

会
津
若
松
会
場

10
月
28
日
（
火
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
津
若
松
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
會
津
稽
古
堂
）

（
申
込
期
限
）
10
月
27
日
（
月
）
午

後
５
時
ま
で

▼
内
容

１
．
講
義
「
里
親
制
度
に
つ
い
て
」

２
．
里
親
体
験
談

▼
定
員

各
20
人

▼
申
込
方
法

必
要
事
項
（
氏
名
、
人
数
、
お
住

ま
い
の
市
町
村
、
連
絡
先
）
を
記
入

の
う
え
、
電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
い
ず
れ
か
に
て
申
込
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

１
．
参
加
費
無
料

２
．
他
児
童
相
談
所
管
轄
の
市
町
村

で
も
里
親
入
門
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
気
に
な
る
方
は
、「
ふ
く
し

ま
里
親
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
…

ふ
く
し
ま
里
親
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
０

−

１
０
８
０

−

９
６
６
４

ＦＡＸ
０
２
４

−

９
８
３

−

７
７
０
８

M
ail

：fostering@
hoshipital.jp

「
里
親
入
門
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
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▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

「
新
薬
」
の
特
許
期
間
終
了
後
に

製
造
販
売
さ
れ
る
、
新
薬
と
同
じ
成

分
や
効
果
を
持
つ
医
薬
品
の
こ
と
で

す
。
開
発
費
が
あ
ま
り
か
か
ら
な
い

た
め
、
お
薬
代
の
自
己
負
担
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
新
薬
と
同
様
に
薬
事

法
に
も
と
づ
い
て
国
の
承
認
を
受
け

て
い
ま
す
。

※
新
薬
全
て
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知

と
は

服
用
さ
れ
て
い
る
新
薬
を
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合

に
、
自
己
負
担
額
が
い
く
ら
安
く
な

る
か
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

町
で
は
、
年
に
４
回
差
額
通
知
の
送

付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
６
月
、

９
月
、
12
月
、
３
月
頃
）

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す

る
の
は

国
保
加
入
時
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
」
を
配
布
し
て

県
で
令
和
７
年
産
米
の
放
射
性
物

質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
行
っ
た
結

果
、
町
内
の
米
か
ら
は
放
射
性
物
質

は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
８
月
27
日
付
け
で
、

金
山
町
全
地
域
の
米
の
出
荷
・
販
売

の
制
限
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
福
島
県
農
林
水
産

部
水
田
畑
作
課

☎
０
２
４

−

５
２
１

−

７
３
６
０

か
ね
や
ま
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ

一
時
放
送
停
止
の
お
知
ら
せ

設
備
工
事
の
た
め
、
町
が
提
供
す

る
「
か
ね
や
ま
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
」
を

ご
利
用
の
世
帯
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
放
送
が
次
の
日
時
に
お
い
て
一

時
的
に
停
止
し
ま
す
。

▼
放
送
停
止
日
時

９
月
20
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
総
務
係

☎
54

−

５
２
２
２

い
ま
す
。
こ
の
シ
ー
ル
を
診
察
券
や

お
薬
手
帳
の
余
白
部
分
に
貼
付
の
う

え
、
医
師
や
薬
剤
師
に
ご
提
示
・
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
シ
ー
ル
が
必
要
な
方
は
、

保
健
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
医
師
の
判
断
に
よ
り
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
が
処
方
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
係

☎
54

−
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•
�

男
女
別（
職
域
）家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

町
営
体
育
館

▼
27
日
（
土
）

•

金
山
町
小
中
学
校
資
源
回
収

★
10
月
★

▼
４
日
（
土
）

•
�

保
育
所
運
動
会

川
口
高
校
校
庭

•
�

協
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

大
塩
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
５
日
（
日
）

•
�

妖
精
の
里
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会町

営
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

▼
７
日
（
火
）

•
�

川
口
公
民
館
・
沼
沢
公
民
館
共
催

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

中
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
８
日
（
水
）

•
�

人
権
行
政
合
同
相
談
会

午
前
10
時
～
正
午

開
発
セ
ン
タ
ー

•
�

職
域
対
抗
卓
球
大
会

町
民
体
育
館

▼
13
日
（
月
・
祝
）

•
�

中
丸
城
跡
遊
歩
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

こ
れ
か
ら
の
予
定

★
９
月
★

▼
15
日
（
月
・
祝
）

•
�

敬
老
会

町
民
体
育
館

▼
17
日
（
水
）

•
�

運
転
免
許
更
新

午
前
９
時
30
分

開
発
セ
ン
タ
ー

•
�

乳
が
ん
検
診
（
～
18
日
）

町
民
体
育
館

▼
19
日
（
金
）

•
�

古
文
書
教
室

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
20
日
（
土
）

•
�

協
会
長
杯
秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会

大
塩
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド

•
�

市
町
村
対
抗
軟
式
野
球
大
会

ほ
ば
ら
大
泉
球
場

▼
21
日
（
日
）

•
�

川
口
高
校
体
験
入
学

•
�

金
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

▼
26
日
（
金
）

•
�

交
通
安
全
鼓
笛
パ
レ
ー
ド

か
ね
や
ま
小

『
交
通
安
全
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
』

が
開
催
さ
れ
ま
す

12広報かねやま　７. ９. １１

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環

と
し
て
、
か
ね
や
ま
小
学
校
児
童
に

よ
る
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
す
。

沿
道
に
て
ご
覧
い
た
だ
き
、
声
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
期
日

９
月
26
日
（
金
）

※
雨
天
の
場
合
は
、10
月
３
日（
金
）

に
延
期
と
な
り
ま
す
（
延
期
の
場

合
は
、
午
前
７
時
30
分
に
防
災
無

線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
コ
ー
ス　
　

①
上
横
田
（
ヒ
ロ
セ
商
店
前
広
場
出

発
）⇒

横
田
保
育
所
入
口
ま
で

午
前
９
時
10
分
～
午
前
９
時
40
分

②
川
口
（
か
ね
や
ま
小
入
口
出
発
）

⇒

（
駅
前
経
由
）
川
口
橋
ま
で

午
前
10
時
20
分
～
午
前
10
時
50
分

※
時
間
は
多
少
前
後
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ
…
金
山
町
交
通
対
策

協
議
会

☎
54

−
５
２
２
２

漆
掻
き
体
験
見
学
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

日
本
の
伝
統
技
術
「
漆
掻
き
」
の

体
験
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
自
然

と
共
に
生
き
る
職
人
の
技
と
心
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

９
月
28
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

▼
会
場

町
内
の
漆
植
栽
地

▼
集
合
場
所

金
山
町
役
場

午
前
９
時
集
合

※
雨
天
時
は
金
山
町
開
発
セ
ン
タ
ー

一
階
会
議
室
に
て
講
師
の
講
話
と

な
り
ま
す
。

※
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
乗
り
合
わ

せ
を
お
願
い
す
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。

▼
講
師

漆
掻
き
職
人

鈴
木
健
司
さ
ん

（
岩
手
県
二
戸
市
）

▼
募
集
人
数

15
名

▼
申
込
期
限

９
月
22
日
（
月
）
ま
で

電
話
も
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
林
業
係

☎
54

−

５
３
２
２



金山町の人口（ ９月 1日現在）
世 帯 数� 990世帯（＋２）
人　　口� 1,708人　（－３）
　 男 � 844人　（－１）
　 女 � 864人　（－２）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

７
月
16
日
～
８
月
15
日
集
計

⃝

寄
付
件
数

37
件

⃝

寄
付
金
額

六
十
九
万
八
千
円

ご
寄
付
は
地
域
の
活
性
化
事
業
や

自
然
環
境
の
保
全
事
業
な
ど
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

ご
寄
付
に
感
謝あの人この人

８月届出（敬称略）

　『広報かねやま』への記載に同意して
いただいた方のみ掲載しております。

霊よ安らかに

井　草　スミ子0（97歳）大　志

栗　城　セ　ツ （105歳）玉　梨

小　沼　昭　夫0（96歳）大　塩

鈴　木　哲　子0（83歳）横　田

今月の納税
⃝国民健康保険税 ３期
⃝後期高齢者医療保険料 ２期
⃝介護保険料 ３期
⃝水道使用料 ９月分

納期限は
9月30日
納め忘れにご注意ください

国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

令
和
７
年
10
月
１
日
が
調
査
期
日

と
な
る
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

９
月
下
旬
頃
か
ら
調
査
員
が
各
家
庭

を
訪
問
し
、
調
査
票
を
配
布
い
た
し

ま
す
の
で
、
調
査
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
は
未
記
入
部
分

が
あ
れ
ば
、
そ
の
部
分
を
表
示
し
て

く
れ
る
た
め
、
回
答
忘
れ
が
あ
り
ま

せ
ん
。
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
企
画
係

☎
54

−

５
２
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自家消費用食品等の放射性
物質簡易測定の結果について

　複数の検体を測定している場合は最低値と最高値
を表示しています。
（測定年月日 令和７年８月１日～令和７年８月３１日）
※「ＮＤ」は、10ベクレル/㎏未満です。（単位：ベクレル/㎏）

※厚生労働省が定める一般食品の放射性セシウムの
基準値は１００ベクレル／㎏です。
　町では自家消費用の食品等について放射線測定を
役場で行っています。
◎問い合わせ…
　保健係　☎︎５４−５１３５

（自家消費用食品について）
　林業係　☎︎５４−５３２２

（販売用食品について）　　

品　　名 測定件数 未検出数
セシウム

（134＋137合計値）

地下水 3 3 ND



かねやまの支え 愛

ホームページアドレス　https://www.town.kaneyama.fukushima.jp/
電子メールアドレス　　office@town.kaneyama.fukushima.jp

かねやまの支え

ホームページアドレス　https://www.town.kaneyama.fukushima.jp/
電子メールアドレス　　office@town.kaneyama.fukushima.jp

愛

協
力
隊
と
し
て
活
動
を
始
め
て

５
ヶ
月
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
は
旧
五
十
島
家
住
宅
に
あ

っ
た
民
具
の
整
理
お
よ
び
清
掃
を

行
い
、
そ
の
後
は
７
月
～
９
月
末

ま
で
み
お
里
で
行
わ
れ
て
い
る

「
奥
会
津
の
川｣

の
展
示
物
を
作

成
し
、
慌
た
だ
し
く
も
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。

現
在
金
山
町
に
は
弥
平
民
具
の

資
料
台
帳
が
あ
り
ま
す
が
、
旧
五

十
島
家
住
宅
の
民
具
や
福
島
大
学

の
方
々
に
調
べ
て
い
た
だ
い
た
民

具
全
て
を
ま
と
め
た
台
帳
は
存
在

せ
ず
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る

民
具
資
料
も
多
い
と
い
う
状
態
で

す
。文

化
財
や
歴
史
資
料
は
、
金
山

で
生
き
て
き
た
人
々
の
苦
労
と
工

夫
、
悲ひ

き
こ
も
ご
も

喜
交
々
を
伝
え
る
足
跡
で

す
。
当
た
り
前
の
暮
ら
し
は
あ
っ

と
い
う
間
に
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う

も
の
で
す
。
奥
会
津
全
体
や
他
地

域
と
比
較
し
、
金
山
の
意
外
な
特

徴
や
他
と
の
共
通
点
が
浮
き
彫
り

に
な
る
の
に
、
今
あ
る
豊
か
な
資

料
が
上
手
く
活
用
さ
れ
て
い
な
い

の
は
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

史
料
や
文
化
財
を
通
し
て
地
域

を
見
直
す
事
は
、
決
し
て
よ
そ
か

ら
来
た
私
だ
け
で
出
来
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
協
力
隊
の

活
動
と
し
て
、
資
料
の
デ
ー
タ
化

を
進
め
る
と
同
時
に
、
金
山
の
歴

史
文
化
を
深
く
知
っ
て
い
き
た
く

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地域おこし協力隊

花
はなの

野 千
ちひ ろ

尋

動
報
告

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活

民具を清掃している様子
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